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ソ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
ム
等

を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

体
力
向
上
の
目
標
や
日
々
の

取
り
組
み
が
記
録
で
き
る
よ

う
な
「
体
力
ア
ッ
プ
カ
ー
ド

」
を
作
成
し
、
運
動
の
意
欲

を
継
続
さ
せ
る
取
り
組
み
や

運
動
環
境
の
整
備
、
運
動
へ

の
興
味
等
を
高
め
る
各
種
掲

示
物
等
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

質問
子
ど
も
の
体
力

質問
庁
用
自
動
車
の
安
全
運
転

質問
寺
山
緑
地
　

在
利
用
し
て
い
る
駐
車
場
の

一
部
を
隣
接
地
に
確
保
し
、

屋
外
運
動
場
に
変
更
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
設
置
基
準
に
近
づ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
長
期
的

な
対
応
と
し
て
、
考
え
う
る

方
策
を
、
関
係
部
局
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
、
南
古
谷

小
学
校
の
教
育
環
境
を
児
童

の
た
め
に
良
好
な
も
の
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

質問
学
校
施
設
の
現
況

実
や
高
齢
者
の
健
康
増
進
の

観
点
か
ら
、
環
境
整
備
を
進

め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
良
い

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の
人
が

利
用
す
る
施
設
整
備
等
に
つ

い
て
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
関
係
部
署

と
連
携
し
、
市
民
の
希
望
に

沿
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
等
整
備

質問
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

問
文
部
科
学
省
の
新
体
力
テ

ス
ト
の
結
果
、
小
学
生
は
県

目
標
値
を
上
回
っ
た
が
、
中

学
生
は
下
回
っ
た
。
市
立
小

中
学
校
で
は
体
力
向
上
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　
児
童
生

徒
の
体
力
向
上
と
運
動
好
き

の
児
童
生
徒
を
育
て
る
た
め

の
授
業
作
り
に
つ
い
て
協
議

し
、
実
践
や
指
導
例
を
参
考

に
体
育
授
業
の
充
実
に
生
か

し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
マ
ラ

問
児
童
数
が
１
０
３
９
人
で

あ
る
南
古
谷
小
の
屋
外
運
動

場
は
、
国
が
定
め
る
設
置
基

準
の
面
積
を
大
き
く
下
回
る
。

早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
教
育
長
　
南
古
谷
小
学
校

の
屋
外
運
動
場
の
面
積
は
、

平
成
14
年
に
示
さ
れ
た
設
置

基
準
に
当
て
は
め
る
と
、
基

準
面
積
の
３
分
の
２
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
喫
緊
の
対
応

と
し
て
、
学
校
敷
地
内
の
現

問
加
速
度
的
に
高
齢
化
が
進

む
中
、
健
康
寿
命
延
伸
の
た

め
に
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
推

奨
し
環
境
を
整
え
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
都
市
計
画
部
長
　
プ
レ
ー

可
能
な
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
土
地
の
確
保
や
そ
の
整

備
費
用
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

が
、
市
と
し
て
は
市
民
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充

や
ま
ぶ
き
会

小　
高　
浩　
行

児
童
生
徒
の
体
力
向
上
取
組
み１

や
ま
ぶ
き
会

中　
原　
秀　
文

プ
レ
ー
可
能
な
環
境
の
整
備
を２

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名
　議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

一
般
質
問
の
表
題

答
弁
者

２４

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
図
書
館
等
で

11
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

廃
止
の
決
定
、
川
越
シ
ャ
ト

ル
無
料
乗
車
の
90
歳
へ
の
引

き
上
げ
な
ど
、
高
齢
者
施
策

は
後
退
し
て
い
る
。
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
民
間
委
託
で

建
設
し
た
一
方
、
学
校
現
場

で
日
常
的
に
必
要
な
予
算
は

不
十
分
で
あ
る
。
公
民
館
使

用
料
は
値
上
げ
さ
れ
、
今
後
、

段
階
的
に
市
民
負
担
増
と
な

る
。
台
風
第
21
号
へ
の
対
策

で
は
、
市
独
自
の
住
宅
支
援

策
を
実
施
し
て
い
な
い
。
市

民
一
人
一
人
に
寄
り
添
う
べ

き
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
指
摘

し
た
点
か
ら
反
対
で
あ
る
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療

費
に
所
得
制
限
を
設
け
、
本

人
所
得
が
３
６
０
万
４
千
円

以
上
は
、
支
給
対
象
か
ら
外

す
内
容
で
あ
る
。
安
倍
政
権

の
「
骨
太
の
方
針
」
の
一
環

で
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増

を
抑
え
国
民
負
担
を
増
や
す

も
の
。
影
響
を
受
け
る
の
は
、

約
２
５
０
名
だ
が
そ
の
約
８

割
は
就
業
し
、
納
税
し
て
い

議
案
第
93
号

る
。
昨
年
度
は
約
８
千
人
に
、

１
人
平
均
約
10
万
２
千
円
が

支
給
さ
れ
、
重
度
心
身
障
害

者
の
健
康
や
生
活
を
支
え
る

重
要
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
必
要
な
医
療
を
必
要
な
人

が
受
け
ら
れ
る
社
会
保
障
制

度
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。

反　
　
対

【
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

　
主
に
７
つ
の
補
正
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
反
対
し
て
い
な
い

が
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整

備
補
助
金
に
つ
い
て
申
し
上

げ
る
。
９
月
14
日
に
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
関
す
る
報
道
が
あ

っ
た
。
20
日
に
当
該
議
員
が
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
控
室
に
来

て
、
「
こ
の
議
案
は
う
ち
の

議
案
だ
か
ら
頼
む
。
」
と
言

っ
た
。
こ
の
発
言
は
代
表
者

会
議
で
本
人
が
認
め
た
。
認

定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
に
反

対
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
の
理
事
長
（
当
該
議
員
）

に
子
ど
も
た
ち
の
命
を
託
せ

な
い
の
で
、
私
は
反
対
す
る
。

議
案
第
97
号

自
由
民
主
党

吉　
敷　
賢
一
郎

南
古
谷
小
学
校
の
施
設
改
善
を３


